








要約:周産期医療の情報ネットフークの現状を把握し、今後の方向を探るため全国アンケ

ート調査を行った。新生児医療施設間、産科医療施設間、産科施設と新生児医療施設間、

さらに新生児医療施設と保健所や療育施設との連携について、47 都道府県の代表に質問

紙法によるアンケート調査を行った。ネットワークがすでに構築されているか準備中であ

ったのは、新生児医療施設間 23(49%)、産科医療施設間 17(36%)、産科施設と新生児医療

施設間 16(34%)であった。保健所との連携については、未熟児出生連絡票を送付していな

い都道府県が 8(17%)あり、連絡票に対する保健婦訪問の報告がないあるいは問題ケース

を検討する協議会やネットワークがないとする都道府県が多く、医療施設保健所間の連携

システムを整備する必要があると考えられた。


